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２
０
２
４
年
、
ト
ル
コ
産
紅
茶

〝
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ
テ
ィ
ー
〟
は
、

東
黒
海
輸
出
企
業
協
会
が
日
本
紅

茶
協
会
に
入
会
す
る
な
ど
、
日
本

で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め

た
。

　

ト
ル
コ
は
世
界
４
位
の
紅
茶
生

産
量
を
誇
り
、
１
人
当
た
り
消
費

量
は
１
位
だ
が
、
近
年
は
コ
ー

ヒ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
嗜
好
の
多

様
化
を
背
景
に
消
費
が
分
散
。
輸

出
の
機
運
が
高
ま
り
、
同
年
が
国

交
１
０
０
周
年
で
あ
る
日
本
に
照

準
を
定
め
た
。
ト
ル
コ
紅
茶
産
業

立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
が
日
本

だ
っ
た
縁
も
あ
る
（
１
８
８
８
年

に
日
本
か
ら
茶
の
種
が
持
ち
込
ま

れ
た
）。

　

本
紙
は
12
月
、
都
内
で
の
イ
ベ

ン
ト
を
取
材
。
ト
ル
コ
紅
茶
産
業

従
事
者
が
現
地
の
飲
み
方
を
披
露

し
た
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
カ
フ
ェ
は

多
く
の
一
般
消
費
者
で
賑
わ
っ

た
。

　

特
徴
的
な
の
は

ポ
ッ
ト
で
、
下

段
が
お
湯
、
上

段
が
紅
茶
の
二
段

式
。
飲
み
手
の
要

望
に
す
ぐ
さ
ま
応

え
、
濃
淡
を
調
節

し
や
す
く
す
る
た

め
だ
と
い
う
。
多

く
飲
め
る
よ
う
手

軽
さ
も
重
視
し
て

お
り
、〝
紅
茶
大

国
〟
の
一
端
が
窺

え
た
。

　

ま
た
、
原
産
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

模
し
た
透
明
な
グ

ラ
ス
を
使
う
が
、
底
は
厚

い
た
め
保
温
性
が
高
く
、

飲
み
口
を
開
く
こ
と
で
空

気
と
馴
染
ん
で
熱
す
ぎ
な

く
な
る
な
ど
、
機
能
面
も

優
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

ト
ル
コ
で
は
「
お
か
わ
り

は
？
」
と
は
聞
か
な
い
ら

し
く
、
空
な
ら
ば
注
ぐ
の

が
礼
儀
な
の
だ
と
い
う
。

グ
ラ
ス
の
上
に
ス
プ
ー
ン

を
置
く
と
「
も
う
十
分
」

の
意
思
表
示
と
な
る
よ
う

だ
。

　

な
お
、
日
本
の
紅
茶
の
プ
ロ

も
参
加
し
、
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ

テ
ィ
ー
の
淹
れ
方
を
競
う
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
で
〝
タ
ー
キ
ッ
シ
ュ

テ
ィ
ー
マ
ス
タ
ー
〟
の
称
号
を
得

た
日
本
紅
茶
協
会
認
定

テ
ィ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
有
田
由
美
夏
さ
ん

に
よ
る
と
「
程
よ
い
渋

み
、
や
さ
し
さ
と
強
さ
を

感
じ
、
和
紅
茶
に
似
た
も

の
が
あ
る
」
と
の
こ
と
。

器
具
に
も
着
目
し
、「
透

明
な
グ
ラ
ス
で
明
る
い
赤

の
液
色
。
見
る
楽
し
さ
も

あ
り
、
紅
茶
の
良
さ
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
使
っ
て
い

る
」
と
評
し
た
。

　

日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ
は
こ
の
ほ

ど
、
農
林
水
産
省
が
実
施
す
る
加

工
食
品
の
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ

ン
ト
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
の
算
定
実
証
に

12
月
か
ら
参
画
を
開
始
し
た
と
発

表
し
た
。
す
で
に
牛
乳
や
食
用
油

で
の
実
証
は
進
ん
で
い
る
が
、
今

年
度
も
小
麦
粉
な
ど
５
品
目
を
対

象
と
し
て
行
う
こ
と
が
決
ま
り
、

こ
の
た
び
同
社
も
家
庭
用
小
麦
粉

「
日
清 

フ
ラ
ワ
ー 

チ
ャ
ッ
ク
付 

１
㎏
」
を
対
象
に
参
画
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
実
現

等
に
向
け
て
、
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
脱
炭
素
化
の

実
践
と
、
そ
の
「
見
え
る
化
」
を

進
め
る
た
め
の
食
品
産

業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。

　

そ
の
な
か
で
２
０
２

３
年
度
に
は
、
加
工
食

品
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
に
関
す
る
取
り

組
み
が
消
費
者
の
選
択
や
行
動
変

容
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
食
品

メ
ー
カ
ー
等
と
と
も
に
、
加
工
食

品
共
通
の
Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
ガ
イ
ド
案

を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
、
実
際
に

算
定
し
た
場
合
の
課
題
等
を
検
証

す
る
た
め
の
実
証
を
進
め
て
い

る
。

　
【
算
定
実
証
】
対
象
範
囲
は
、

原
材
料
調
達
段
階
か
ら
廃
棄
・
リ

サ
イ
ク
ル
段
階
ま
で
。
製
品
の
販

売
時
に
一
体
不
可
分
な
も
の
を
含

む
。
実
証
時
期
は
、
24
年
12
月
～

25
年
２
月
。

　
︿
日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ
の
製
品

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
環
境

影
響
算
定
に
つ
い
て
﹀

　

日
清
製
粉
グ
ル
ー
プ
で
は
、
環

境
課
題
中
長
期
目
標
を
掲
げ
て
、

環
境
へ
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
同
社
は
、
そ
の
環
境
負
荷
を

客
観
的
に
評
価
・
判
断
で
き
る
よ

う
に
、
昨
年
、
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
お
け
る
環
境
影
響
の
算
定

手
法
「
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
製
品
Ｌ
Ｃ
Ａ
）」

を
国
内
食
品
メ
ー
カ
ー
に
先
ん
じ

て
導
入
し
た
。
製
品
Ｌ
Ｃ
Ａ
を
活

用
し
、
調
理
時
間
が
短
い
「
マ
・

マ
ー 

早
ゆ
で
ス
パ
ゲ
テ
ィ 

Ｆ
ｉ

ｎ
ｅ
Ｆ
ａ
ｓ
ｔ
」
の
環
境
へ
の
影

響
を
見
え
る
化
し
、
消
費
者
へ
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
消
費
者

と
と
も
に
環
境
負
荷
低
減
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
今
回
の
農
林
水
産
省
の
取
り

組
み
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

く
」（
同
社
）。 

（
Ｔ
）

日
清
製
粉
ウ
ェ
ル
ナ

Ｃ
Ｆ
Ｐ
算
定
実
証
に
参
画

対象製品

紅茶大国の実力は〝ターキッシュティー〟日本上陸


